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　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚くお
礼申し上げます。ここに、当社の第62期第２四半期（2021
年４月１日から2021年９月30日まで）の事業の状況につ
きまして、ご報告申し上げます。

■当社を取り巻く情勢
　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況で推移し
ました。ワクチン接種を促進するなかで、各種政策の効果や海
外経済の改善もあって持ち直しの動きもみられましたが、緊急
事態宣言の発出が繰り返されるなど経済活動の制限も継続し、
先行き不透明な状況が続きました。
　パーティション市場におきましては、そのような厳しい経済
環境のもと、オフィス市場を中心に新たな働き方に伴う空間の
見直しなど、コロナ禍における新たな空間づくりの需要もあり
回復傾向で推移しました。

■売上高について
　このような状況のもと、当社グループは2022年３月期を初年
度とした中期経営計画を策定し、「すべての人が光り輝く人生を
送るために、より良く働き、より良く学び、より良く生きるた
めの持続可能な環境づくり、人づくりに貢献する」企業を目指
し事業運営に取り組んでおります。
　当第２四半期連結累計期間における営業活動といたしまして
は、オフィス市場を中心にパーティションのもつ特性を活かし、
企業におけるテレワーク推進やオンライン業務の積極活用など
多様な働き方に対するオフィス空間づくりに合わせた商品やサ
ービスの提案などに重点を置き活動しました。また、医療・福
祉市場、学校市場においても設計段階から当社商品を推薦して
いただく設計織込活動の成果もあり、好調に推移しております。
その結果、売上高は138億32百万円（前年同四半期比22.0％増）
となりました。なお、売上高には収益認識に関する会計基準等
の適用による増加分８億94百万円を含んでおります。

■損益について
　損益面につきましては、原材料の価格高騰などもありました
が、売上高の増加に加え、製造や物流、施工における合理化に
も取り組み、売上総利益は34億73百万円（前年同四半期比 
22.8％増）、売上総利益率は25.1％（前年同四半期比0.2ポイン
ト増）となりました。販売費及び一般管理費につきましては、
増収に伴う営業活動の経費が増加したものの、引き続きオンラ
インの活用や業務の効率改善など固定費の削減に取り組み、33
億94百万円（前年同四半期比1.9％増）となりました。
　その結果、営業利益は78百万円（前年同四半期は営業損失５
億２百万円）、経常利益は88百万円（前年同四半期は経常損失
３億50百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12百万
円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失２億79
百万円）となりました。

株主の皆様へ

間づくりで
Empower all Lifeを
実現する

代表取締役 社長執行役員

塚　本　健　太
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■創立60周年を迎えて
　コマニーはおかげさまで今年、創立60周年を迎えることがで
きました。半世紀以上を経た今、数多くのお客様や協力企業の皆
様、株主様に支えられ、理念をベースに一途に間仕切事業を追
求してきた60年間は私たちにとってかけがえのない時間でした。
　私たちが創業以来探究し続けてきたのは、「間仕切りとは何
か？」ということでした。「間を仕切る」という言葉を聞くと、
一般的には空間を二つに分割することをイメージしがちです。
一方で、よく似た言葉に「場を仕切る」という言葉がありますが、
この言葉を聞いたときに「場を二つに分断することだ」と想像
する人はいるでしょうか。むしろそれとは逆で、場をまとめる
ことや整えること、さらには場をつくり上げることをイメージ
されると思います。このように考えると、「間を仕切る」という
言葉の真意も、分割することではなく、間を整えること、つく
り上げることであると考えられるのではないでしょうか。間仕
切りとは「間」により良い価値を与えること。つまり、私たち
の問い続けてきた「間仕切りとは何か？」とはすなわち、「すぐ
れた『間』とは何か？」ということだったのです。
　私たちが60年という壮大な歴史の中で歩んできたもの、そし
てこれからもコマニーグループが果たすべき使命、それが「間
づくり」なのです。

■ムーンショット「Empower all Life」
　コマニーが「間づくり」を通じて目指す姿は、「Empower 
all Life ～一人一人が光り輝く社会～」の実現です。これは「企
業は世の中の幸福に貢献するために存在すべきである」という
信念のもとに掲げる使命「すべての人が光り輝く人生を送るた
めに、より良く働き、より良く学び、より良く生きるための持
続可能な環境づくり、人づくりに貢献する」ということそのも
のです。
　人はそれぞれが持つ強みや個性、また生まれ育った環境など
が違います。これらの違いを互いに認め合い、それぞれの個性
を活かし合って相乗効果を生み出し、一人一人が光り輝くこと
ができることこそ、本当に求めるべき幸福ではないでしょうか。
　人が自分らしく生き、光り輝くためには、自分らしくあるこ
とに対する不安を感じる必要がない安心と安全の確保が必要で
す。その上で、自分の良心や志に素直に生き、可能性を切りひ
らくための挑戦ができる環境が整っていることが大切であり、

「間づくり」を通してそれらを実現できる環境づくり、人づくり
に貢献していきたい、というのが私たちの強い想いです。

2

010_0203901602112.indd   2010_0203901602112.indd   2 2021/11/16   5:52:302021/11/16   5:52:30



35,000

単位：百万円

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

2期1962年1月～ 10期1970年 20期1980年 40期1999年28期1987年4月～ 50期2009年 60期2019年

間づくりとともに先へ

間仕切りメーカーから
間づくりをする企業へ

一人一人が光り輝く社会に貢献

新たな働き方や多様性が求められる世の中において

 “間”の価値が改めて問われています。

“すぐれた間”とはなにか。

私たちは考え続けてきました。

これからは間仕切りメーカーから

間づくりによって幸福（しあわせ）をカタチにする企業へ。    

売上高推移（創業～60期）と商品の歴史

27期1987年 決算月変更に伴い3ヶ月分

高度経済成長期
1961 小松キャビネット㈱設立

1970 ㈱コマツパーティション工業に
　　　社名変更

1984 コマニー㈱に社名変更
1985 デミング賞受賞

間の機能・間の表現を追求する時代 間づくり、人づくりの時代へ間を仕切る時代

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030

1989 名証二部上場
1991 バブル崩壊
1995 アメーバ経営導入

1996 TPM優秀賞受賞
1997 クラスター㈱を設立
1997 格満林（南京）実業有限公司を
　　　設立のちに格満林（南京）
　　　　新型建材科技有限公司を
　　　設立し機能移管

2008 リーマンショック
2011 東日本大震災
2015 東証二部上場
2015 SDGs採択・COP25パリ協定

2018 コマニーSDGs宣言
2020 新型コロナウイルス感染症
2020 デザイン経営導入
2021 東京オリンピック
2021 創立60周年タグラインを
　　　Empower all Lifeに変更

ガラスパーティション
BRIDIA 

ユニバーサルデザインドア
ディアード

スチール衝立
SS

ガラスパーティション
KOUSHI

デザインパーティション
MUP

超清浄空間
クリーンルーム

福祉施設用木製ドア
やさしいドア

創業当時

壁面化粧パネル
CW 

高耐震間仕切
シンクロン

スチールパーティション
NSW

アルミパーティション
SL・PL

移動パーティション
DP60s

抗菌・抗ウイルスコーティング
Health Bright Evolution®

ワークブース
Remote cabin

私たちが目指す企業像は、これまでのように大量生産・大量消費
による効率のみを追求する姿ではなく、「持続可能な社会の実現
や、関わるすべての人の幸福に貢献し、心豊かな世の中をつくっ
ていくこと」です。かけがえのない一人一人の人生が自分らしく
光り輝きつつ、人と人とのつながりがより深まっていくような社
会づくりを目指し、取り組んでいきます。

創業当時はさまざまな資料を整理、収納するためのロッカーやキャビネットを製造販売する会社でした。そこからパーティシ
ョン専業メーカーとして日本の働く環境づくりに貢献してきました。創業から60年、「間」とは何か？創業以来ずっとこの問
いに向き合いながら間の機能と間の表現を追求しながら空間づくりを広げてまいりました。コマニーの使命である、『すべて
の人が光り輝く人生を送るために、より良く働き、より良く学び、より良く生きるための持続可能な環境づくり、人づくりに
貢献する』の実現に向けて、これまでに築き上げたパーティションの技術をさらに発展させ、事業活動を通じてさまざまな社
会課題解決に取り組み、「人」がより豊かな人生を送るための「間づくり」と「人づくり」に貢献していきます。

我々は間づくりカンパニーである

おかげさまで創立60周年　【コマニー60年間の歩み】
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■SDGs WEEKを開催
コマニーでは2018年４月に「コマニーSDGs宣言」を行い、

全社でSDGsの取り組みを進めておりますが、SDGsが採択され
た９月にオンラインイベント「COMANY SDGs WEEK」を２
日間開催いたしました。

今回は、SDGsの観点から、現状の世界の状況を知ると同時
にコマニーの活動を従業員やステークホルダーの皆様に知って
いただくため、「COMANYがSDGsで考える社会・環境・経済」
をテーマに、１日目はどなたでも参加できるオープンセッショ
ンとして「SDGsの真意と企業が取り組む価値とは？」と題し、
SDGパートナーズ有限会社 代表取締役CEO 田瀬和夫氏をお招
きしてパネルディスカッションを行いました。２日目は社内限
定のクローズドセッションとして、社員のSDGsに対する理解
を深めると共に、事業活動がどのようにSDGsに繋がっている
かを学びました。

■Webサイトをリニューアルしました
この度、コマニーWebサイトを全面リニューアルいたしました。今回のリニ

ューアルでは、『間づくり』をキーワードに、コマニーがこれから目指す姿や多
様性を表現するため、デザインを刷新しコンテンツも拡充いたしました。ぜひ
御覧ください。

https://www.comany.co.jp/

■コマニーグループ統合報告書2021を発刊
従業員やお客様、お取引先様、地域社会などあらゆるステー

クホルダーを対象としたコミュニケーションツールとして「コ
マニーグループ統合報告書2021」を2021年９月27日に発行し
ました。

コマニーグループが2030年に目指す姿である「Empower 
all Life ～一人一人が光り輝く社会～」の実現に向けて、より当
社を理解していただくために、「目指す姿」、「企業活動の全体像」、

「価値創造や事業戦略」、「サステナビリティ経営の取り組み」な
どを中心に紹介しています。ぜひ御覧ください。

https://www.comany.co.jp/sdgs/report/

トピックス
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2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期
売上高 30,500百万円 32,000百万円 33,000百万円
営業利益 1,500百万円 2,100百万円 2,640百万円
経常利益 1,540百万円 2,140百万円 2,680百万円
親会社株主に帰属する当期純利益 1,000百万円 1,400百万円 1,800百万円
売上高営業利益率 4.9％ 6.6％ 8.0％

■中期経営目標（連結）

（2021年5月12日開示）

2022年３月期第１四半期連結会計期間より物件及び施工管理、図面作成に係る費用の会計処理を変更し、2021年３月期第２四半期連結累
計期間及び2021年３月期連結会計年度の関連する主要な経営指標等について遡及処理の内容を反映させた数値を記載しております。
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2022年
3月期

40
30

14,347

32,485
1,715 1,566

711 79.93

26

25

51
45

50

11,337

28,812

△31

1,138

△54

1,345

△122

880

△13.82

98.83

15

30

△502 △350

△279 △31.35

25

25
（予想）

13,832

30,500
（予想）

78

1,500
（予想）

1,540
（予想）

88

1,000
（予想）

12 1.41

112.16
（予想）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

１株当たり
四半期（当期）純利益 配当

12百万円
（前年同四半期比　2億91百万円増）

1円41銭
（前年同四半期比　32円76銭増）

1株につき25円
（前年同四半期　10円増）

連結業績ハイライト 【2022年３月期　第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年９月30日）】
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■会社概要（2021年9月30日現在）
社　名 コマニー株式会社

（英訳名　COMANY INC.）
本　店 石川県小松市工業団地一丁目93番地
設　立 1961年8月18日
資本金 7,121百万円
従業員数 （連結）1,240名　（個別）1,096名
主な事業内容 パーティション（間仕切り）の開発、設計、製造、

販売および施工ならびにパーティション関連の内装
工事、建具工事

執行役員
副 会 長 執 行 役 員 塚 本 　 清 人
専 務 執 行 役 員 松 永 　 達 雄
常 務 執 行 役 員 滝 ヶ 浦 信 一
常 務 執 行 役 員 田 中 　 克 政
常 務 執 行 役 員 中 島 　 　 力
常 務 執 行 役 員 伴 場 　 秀 文

執 行 役 員 本 田 　 　 正
執 行 役 員 芋 塚 　 　 務
執 行 役 員 松 下 　 和 明
執 行 役 員 花 木 　 茂 晴
執 行 役 員 村 上 謹 士 郎
執 行 役 員 山 﨑 　 昌 樹
執 行 役 員 中 嶌 　 大 樹

■役員（2021年9月30日現在）
取締役および監査役
代 表 取 締 役
会 長 執 行 役 員 塚 本 　 幹 雄
代 表 取 締 役
社 長 執 行 役 員 塚 本 　 健 太
取 締 役
専 務 執 行 役 員 篠 﨑 　 幸 造
取 締 役
常 務 執 行 役 員 東 木 　 太 志
取 締 役
常 務 執 行 役 員 塚 本 　 直 之

社 外 取 締 役 吉 村 　 美 紀
社 外 取 締 役 伊 地 知 隆 彦
社 外 取 締 役 大 久 保 制 宇
常 勤 監 査 役 北 村 　 秀 晃
常 勤 監 査 役 元 田 　 雅 博
社 外 監 査 役 松 垣 　 哲 夫
社 外 監 査 役 鎌 田 　 竜 彦

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会・期末配当　� 毎年3月31日

中間配当　　　　　　　　� 毎年9月30日
上 場 取 引 所 株式会社東京証券取引所

株式会社名古屋証券取引所
公 告 方 法 電子公告

但し、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告による公告ができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。

公 告 掲 載 Ｕ Ｒ Ｌ https://www.comany.co.jp/
証 券 コ ー ド 番 号 7945
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社

株主メモ
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ）  0120-782-031
受付時間 �9：00〜17：00（⼟⽇休⽇を除く）

（�イ ン タ ー ネ ッ ト 
ホームページＵＲＬ）

https://www.smtb.jp/personal/procedure/
agency/

（�よ く あ る ご 質 問 
（ F A Q ） ）

https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain 
=personal

配 当 金 の お 支 払 い 
に つ い て

配当金は、当社定款の定めにより、支払開始の
日から満3年を経過するとお支払いができなくな
りますのでご注意ください。

■ 個人・その他　
　 5,755,077株
　 57.99%

その他国内法人 ■
　2,129,544株
　21.46%

外国人 ■
　62,600株
　0.63%

証券会社 ■
　74,396株
　0.75%

自己株式 ■
　787,508株
　7.94%

■ 金融機関
　 1,114,950株
　 11.23%

　発行可能株式総数 36,000,000株
　発行済株式総数 9,924,075株
　単元株式数 100株
　株主数 2,805名

■株式の状況（2021年9月30日現在）

■大株主／上位10名（2021年9月30日現在）
株主名 持株数（株） 持株比率（%）
株 式 会 社 コ マ ツ コ ー サ ン 923,300 10.10
コ マ ニ ー 共 栄 会 804,538 8.80
コ マ ニ ー 従 業 員 持 株 会 685,165 7.49
株 式 会 社 北 陸 銀 行 444,002 4.85
𠮷 田 敏 夫 265,500 2.90
株 式 会 社 北 國 銀 行 260,000 2.84
⽊ 村 直 ⼦ 223,296 2.44
塚 本 幹 雄 217,500 2.38
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 
銀 行 ( 信 託 口 ) 215,948 2.36

白 栄 隆 司 210,600 2.30
（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

会社概要、株式情報
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